
　PAHs（多環芳香族炭化水素）は炭素と水
素から成る2つ以上の縮合芳香環を含む有
機化合物で、発がん性や遺伝毒性が疑われています。日本国内では現
在、クレオソート油を含有する木材防腐剤・防虫剤、クレオソート油によ
り処理された防腐木材・防虫木材についてのみ規制が設定されていま
す。一方、海外では製品に関する規制として、REACH、GS認証（ドイツ）、
EPA（米国）、CA Proposition65（カリフォルニア）などが挙げられ、タイ
ヤに使われる伸展油、タイヤ等ゴム製品、玩具・子供用ケア製品、食品接
触材等に関して規制値が定められています。それぞれの規制内容及び
PAHsの測定方法については今のところ問題点を多く残しています。
　食品に関して、EU、韓国、中国、カナダなどでは基準値が定められ、
肉や魚介類の燻製及びその加工品、食用油などが対象となっていま
す。開催中（セミナー当時）のミラノ万博に世界無形文化遺産である
「和食」を紹介するためかつお節を持ち込む際、含有されるPAHsが問
題になりましたが、かつお節中のPAHs低減化に向けた業界の取り組み
等により、無事ミラノへ持ち込むことができました。日本では現在、食
品衛生法に基づく基準値設定はありません。
　島津テクノリサーチでは輸出の際に必要な食品試料の分析メニュー
を提案していますので、参考にしていただきたいと思います。
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　フタル酸エステルは、可塑剤として主
にPVCに使用され、生殖毒性があるとさ
れています。REACH規則では高懸念物
質に指定されており、RoHS指令でも4種
類のフタル酸エステルが最大許容含有量
1000ppmと定められ、2019年7月22
日より適用されることになりました。
　フタル酸エステルについては抽出法や分析法が定められています
が、ソックスレー抽出のみで6時間を要するなど、多数の試料を処理
することは非常に困難です。
　島津製作所では、パイロライザーGC/MSにより、処理時間10分で
有機溶媒等の使用も少なく、スクリーニングを行う方法を提案しまし
た。標準試料として7種混合物質も併せて提供しています。繰り返し
分析精度や検出下限、高濃度サンプルによるキャリーオーバーレベ
ル等においても満足な結果が得られました。またPBB及びPBDE（臭
素系難燃剤）など他の添加剤のスクリーニングも可能です。
　本分析法はIEC62321において国際分析規格として検討されてい
ます。
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お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 化学・環境担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kankyo@mtc.pref.kyoto.lg.jp

「化学物資規制の最新動向」
PAHs（多環芳香族炭化水素）は、有機物の不完全燃焼や熱分解等で生成する化学物質で、その毒性から国内外で規制の動きが
出ています。また、改正RoHS指令ではフタル酸エステル類の規制が予定されています。今回のセミナーではPAHsについての規制
の動きと、フタル酸エステル類の効率的なスクリーニング法についてご紹介しました。

技術センター事業から 環境セミナー報告

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 機械・設計加工担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：mit09@mtc.pref.kyoto.lg.jp

当センターでは平成２１年度から「設計者がＣＡＥをより身近に、手軽に」をコンセプトとした『ＣＡＥ技術研究会』を開催し
ております。１年間を通して、基礎的な研修から自社の技術課題を事例研究として取り組み、発表までの一連の過程を通
じてＣＡＥの活用技術の習得とスキルアップを図っております。
平成２６年度のＣＡＥ技術研究会における会員の成果発表の内容を紹介させて頂きます。

ＣＡＥ技術研究会の活動紹介

平成２８年度ＣＡＥ技術研究会 募集のお知らせ
期　間　平成２８年４月～平成２９年３月
　　　　◆前期／月２回  ◆後期／月１回 計１７回
講　師　田村技術士事務所 田村隆徳氏
　　　　㈱島津製作所 笠井貴之氏
年会費　新規会員50,000円　継続会員30,000円

　丸鋸は刃幅に対して工具半径が非常に長いため、加工時の
熱の影響や振動で容易にたわみ、斜断や刃先が損傷すること
があります。それらを抑制するためにスロットを設けますが、剛
性を低下させずにスロットの効果を得られる形状が重要となり

ます。しかし、これらは経験を基にな
され、その理論的解明はされていま
せん。事例研究ではスロット形状と
加工時の温度上昇による固有振動
数の関係を明らかにしました。ここで
は、その一部の外部スロットの効果
について紹介します。

　熱応力の発生により、スロット無しでは外周に大きな引張り
応力が発生していますが、外周スロットがあるモデルでは大き
く応力が低減しています。

　続いて、両モデルについて外周の温度による固有値の変化
をグラフで示します。これより、温度が高くなるとスロット無し
では３次と４次モードの固有振動数が大きく低下していますが、
外周スロットがあると固有振動数の低下が少なく、動的な剛性
が保たれていることが確認できます。

　丸鋸の解析モデ
ルに摩擦熱が生じる
範囲を加熱させると
径方向に引張り応
力、周方向に圧縮応
力が発生します。

丸鋸におけるスロットの効果検証

熱応力ベクトル図(スロットなし，50℃加熱の場合)

解析モデルの形状

熱応力の分布

振動モード

金属切断用丸鋸(制振用スロット付)

まる のこ
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平成２７年度CAE技術研究会成果発表会のご案内
日　時　平成２８年３月１１日（金）１３：００～１７：３０
会　場　当センター　５階研修室
内　容　○講演「CAEの最新の動向と活用事例」
　　　　　講師：ニュートンワーク株式会社 CAE総合開発センター マネージャー　太田 裕久 氏
　　　　○各会員による事例研究の発表
　　　　　「バルブ固定部材の強度解析」、「ホットプレートの温度の均一化」、
　　　　　「熱によるねじの締結力の変動について」、「ホースカバーの断熱性効果の検証」、
　　　　　「鋸の焼き戻しによる残留応力」、「ＬＥＤ反射板のたわみ解析」　など

詳しくはホームページをご覧ください。
https://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/kenkyukai/cae/


